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第 1 章ではチオセミカルパジドおよびその 4-置換体 (HL) とクロム(m) との新しい錯体 {(Cr(HL)3J C1 3, 
(Cr(L) 3J}の合成と，これらの電解質錯体および、非電解質錯体の熱分解過程の相違について述べてい
る。






第 4 章，第 l 節では，ジオキシム型四座配位子である N， N' ービス (2 -ヒドロキシイミノ -1-
メチルプロピリデン)エチレンジアミン :H 2 bhen，およびその類縁体である H 2 bhpn とコバルト(同と
の新たな錯体{(Co (Hbhen) A 2 J C1 2 および (Co(Hbhpn)A 2 JX 2 } の合成と，その熱分析結果について
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述べ，また，第 2 節では， (Co(Hbhpn)A2J X 2 の熱分解過程で見られる軸配位子(刈と外圏陰イオン(刃と
の配位子置換反応を速度論的に解析し，錯体の熱安定性に影響をおよぼす軸配位子の性質について考察
している。
第 5 章では， ビス(アセチルアセトナト)ニッケノレ(rr)ならびにピス(アセチルアセトナト)オキソパ












(1) チオセミカルパジドおよびその 4-置換体 (HL) とクロム(同との新しい錯体 {(Cr(HL) 3 J C1 3 , 
(Cr(L) 3 J}の合成と，これら電解質錯体と非電解質錯体の熱分解過程の相違を明らかにしているo




(4) ジオキシム型四座配位子とコバルト (m) との新たな電解質錯体を単離し，錯体の熱分解過程で見られ
る配位子置換反応を速度論的に解析することにより，錯体の熱安定性におよぼす軸配位子の性質を明
快に説明している。
(5) ビス(アセチルアセトナト)ニッケル(11)およびパナジウム(m)錯体の塩基付加錯体の熱分析を行い，
錯体の熱、安定性におよぼす塩基の熱的性質を明らかにしている。
以上のように本論文は，選移金属錯体の固体熱反応の解析によって，固体状態における無機化合物の
構造，反応性を明らかにしたもので，無機工業化学，工業分析化学の発展に寄与するところが大きい。
よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める O
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